                          瑞堵山 テント ＆ 温泉の旅

（日程）

    ９９年５月２２日（土）～２３日（日）１泊２日

（内容）

    新緑と温泉、そして初めてのテント山行を日本難読名山のひとつ瑞堵山で楽しもう！！

（参加者）

    藤野、松本＆JR、国見、松田、平野、松田、小西、羽佐田、畠田、谷野、鈴木、渡辺、伊藤       

（行程記録）

   集合：テントG １２時に国領、まっちゃんG ５時に信濃町、藤さんは直接宿へ、なっちゃんは仕事

         終わって汽車で韮崎駅前の連れ込み旅館（みよし）へ

   到着：テンＧ～出発が３０分遅れたこともあり、瑞堵山荘（登山口）到着4時１５分

         まっちゃんＧ～増富荘8時３０分、藤さん～同 7時（藤さんは、宿で食事）、

         なっちゃん～真夜中（結局、特急にも間に合わず鈍行で来た）

２２日（土）

   宿Ｇは、到着後、温泉にゆっくり入って12時まで、宴会だった。藤さんは、1人で宿で食事をし風呂  

   も２回も入り（朝も入ったらしいので計３回）、まっちゃんＧを待ちわびていたらしく、高級ワインを

   振る舞い、まっちゃん曰く、「飲兵衛の２人（藤さんとよーこさん）、食い物の話ばっかりしとったわ」

   との事。大体想像できるね。  ちーちゃんは、やはり夜に弱く、おねむ、おねむ。  ｚｚｚｚ．．．．．

   以下、翌朝合流までテンＧの報告。

４時１５分

   テンＧ、登山口の瑞堵山荘前に到着。荷物の分担開始、みんな積極的に分担荷物を引き取る姿が

   山男（一応おんなが一人いるが）らしく頼もしい。    コニーについては、トピックスで後述。

５時２０分 

   テン場まで、コースタイム１時間だが、４５分で着いた。途中、テン場は、１０張りくらいしか張れ  

   ないと聞いていたので、心配で、下山者に様子を尋ねるも、２～３張りだった、という人もいれば

   １０張り以上あった、という人もいた。まあ、無ければ小屋だ、と思ったが、スペースは十分あり

   余裕でテン張った。（２０張りくらいは張れる）

   大体、山のテン場は、石ころか土のうえが多いが、ここは、草がはえて実に快適、また周囲も木々に

   囲まれ、鳥の声も実に多彩、そして手がつけられないほどの、冷たい流水がある。ありがたいことに

   一番奥の静かなところが空いていて張った、そしてビールで乾杯。

   テントは、４張、ヤヤが、モンベル個室（本当は、ぼくと同室を希望したが、賢に悪いので断った）  

   一男さん親子が自分のエスパース、賢、コニー、ユーちゃんが４人用ダンロップ、国ぼうとぼくが、

   ニッピンオリジナルで一夜を共にすることになった。

   食事まで、ちびちびやりながら、夕暮れの一時を楽しむ。樹に登る者、ナイフでハシを作る者、 酔っ

   てうだうだ言う者、鳥の声に耳を傾ける者。

６時３０分

   食事開始、夕暮れとともに、ランプに明かりを灯し、冷やしたビールを飲む。うまい！！ 

   直ちゃんは、子供用のカレーを持参していた、中辛なら大丈夫かな、と思ったのだけど、ゴメンね。

   でも、おやじが２人分食った。

   あっと、いう間に食事も終え、たき火を前にくつろぐ。う～ん、アウトドアー度 １００％！！ 

   ヤヤが、花火を持ってきていたので、みんなで楽しむ。  ぼくと、一男さんは、ビール缶熱燗で

   ぐいぐいやる。みんなご機嫌だ。

１０時００分

   消灯、ここは山だ。これが、オートキャンプ場だったら、わめくは、品のないラジカセはガンガン

   鳴るは……。   やっぱし、山はいい。何といっても品がよろし。 そんな雰囲気が大好きだ。

０時３０分

   おしっこに行きたくて目がさめる。誰か不純異姓交友とかしていないか、テントの周りをチェックす

   るが、みんな静かに寝ている。ヤヤが、ウ～ン、とか ア～ンとか言っていたが、１人だったので多分

   夢だと思う。

５時３０分

   起床！！、年の順番に目が覚める。鳥の声に起こされたといってもいいくらいだ。素晴らしい朝だ。

   珈琲を飲む。そして全員起きて、朝食をとり、昨夜の残り木に火をつける。キリッとした朝の空気の 

   中、木の焦げる匂いと珈琲の味、自然の朝を満喫する。

７時４０分

   どどどど……っつ、と、まっちゃんが、またゴルフ行くような格好で登場したかと思うと、藤さんが、

   小学校入学式で着るような短パンで登場、そしてちーちゃん、よーこ、なつ と登場。

   本当に珍しく時間より早目の到着。こっちは、まだテント撤収中。

８時１０分

   登行開始、途中、瑞堵山の岩峰が見え隠れして、あそこまで行くんだという目標をもつ。

   天鳥川源頭まで、約３０分、そこの巨大な桃太郎岩（天然記念物、半分に裂けている）の前で

   第２Gが来ないうちに、第１Gは、写真撮影。（普通は、待ってみんなで写ろう、というのだが）

   いよいよここから、本格的に急登となり、梯子やロープが付いており、なかなか面白い。

   筋力の乏しい、かよわい、可憐なちーちゃんは、相変わらずニコニコしながらも、苦戦する。この

   段階で、藤さん、一男さん親子、コニー、よー子さんは、先発で大きく引き離す。大体過去の山行で 

   も、この４人はいつもトップ。そして、まっちゃん、ヤヤ、なっちゃんは、無駄話が多く、いつも

   どべグループ。

１０時２０分

   手足を駆使した登行の末、山頂の到着。先頭Gは、既に昼食を始め、藤さんは、赤い顔だった。

  （藤さんは、どうやら過去の山行見ていると、人より早く着いて、一杯先にやるのが、至福の時らしい

    みんなを待ってからというのは、全てにおいてこの会にはない）

   みんな揃って、ちょっと早い食事をとり、山頂を満喫する。（予定では、ここで昼食ではないのだが、

   誰もぼくが作った計画を守らない、時間さえ守ってくれればそれでいい、とぼくも思う）

   いい山だ、なっちゃんが、どういう風の吹き回しか知らないが、ワインを持ってきてた！！ 当然、

   これを空にし、藤さんのブランデー、ぼくのウイスキーを飲む。 山は、非日常を楽しむものだが

   これだけは、譲れないらしい。

   稜線沿いに金峰山（きんぷさん）がならび、沢筋にはすこし残雪があった。今度は、こいつをやろう。

１１時１０分

   下山開始、酔っての下山は、危ないので注意しながら下る。こういう急登コースは、下山が結構きつ

   い。ヤヤとなつは、野猿のようにぽんぽん下るが、ちーちゃんは、難儀しながらも、にこにこして

   ぼくと野猿２匹と４人で最後尾で下る。

１２時４５分

   富士見平に無事全員到着。ちょっと、ティータイムをとって、デポしておいたテント等の装備を

   まとめてクルマを止めている瑞堵山荘まで降りる。

１３時３０分

   瑞堵山荘で、温泉立ち寄り組と直行組に分かれて解散。

   村営の新しく出来た増富の湯は、混んでおり、１０００円なので止めて、普通の旅館をあたる。

   こういう行動をとっさにとれるのは、旅慣れた証拠なのだ。そして、ユーちゃんが、以前、入浴でき 

   た旅館を思い出し、バッチリそこでゆっくり湯に浸かって帰った（８００円）。

（トピックス）

· なおちゃんが、寝違いで首がおかしかった為、もしかして早く連れて帰ることになるかも知れない

ということで、一男さん急遽自分のクルマで行くことになった。（なおちゃんは、無事なんともなかったのでよかった）

· コニーのやつ、案の定リュックが小さくて装備の貧しさに恥ずかしい思いをした。それどころか、

共同装備も当然ながら担ぐことが出来ず、穴があったら入りたかった。 そして、夜の温度低下に対応出来ない服装で、山を甘く見た自分に情けなくなり、酒を飲んで気を紛らわすしか術がなかった。
· 国ぼうは、さすが鳥見ニスト（日本野鳥の会会員）で、双眼鏡でテン場周辺の森を観察していたと 

ころ、「シンガポール航空のボーイング７４７、ジャンボだ！！」 といった。 あんた、何見よるん？

· 賢ちゃんの自慢のガスランタン、壊れて使い物にならなかった。 ぼくが、予備を持ってきていたので助かった！

· 一男さん、テントGは、荷物をデポしていくのに、１人だけ大型リュックにパッキングをして

登る準備をしていた。「一男さん、何しているんですか？  また、戻りますよ」   「あっ、そうか！」
黙ってそのまま登らせればよかったねえ、みんな。

· まっちゃん、なつ、ヤヤ、歩きながら芸能界の話ばっかし。少しは、環境問題とか自然保護とかの

話できんのかいな、あんた達！

· ちーちゃんは、今回の山行でかなり自信がついたらしく、エベレストを無酸素で登頂したような

自慢気な顔してた。  実際、回を重ねる度に、逞しくなってきています。

· 藤さんのふくらはぎは、ふとももよりも大きい！！      でも食べたら固くてまずそう。

· 羽佐田さんは、アヒル、いやニヒルでかっこいい。裕ちゃんと呼ばれるに相応しい。

· 賢ちゃんは、テントで暴れて眼鏡を壊した。コンタクトも予備眼鏡もなく、これまたぼくの予備

眼鏡貸そうか、といったが「見えるので大丈夫」と言った、それなら最初から眼鏡かけるな。

· 服飾一考、まっちゃんお決まりのゴルフ風、藤さんノスタルジックを通り越して小学生風、よー子

ちゃんポリのシャツはいいがスナックのママ風、ヤヤとナツはいつものボーダー風、その他の人は

TPOをわきまえて山風、コニーは論外。

（山の豆知識）

· 山での挨拶は、気持ちのよいものだが、登行者できつそうな人には、こちらから声を掛けないほう

がよい。静かに道を開けてやること。相手は答えようとし、呼吸が乱れる。そして、もし声をかけられたら会釈する程度でよいでしょう。また、登り優先ではあるが、メンバーが多いパーティーの場合、下山者を先に行かせてやる配慮が必要。

クラブ等でちゃんとした指導を受けてなかったり、山の本など読んでいない登山者は、ルールを知らなかったり、また逆にルールのみを主張したりするが、要は、相手の立場で考えてやることが必要ですね。   

· 消耗品は予備を持つこと。例えば、賢ちゃん！ランタンのマントルは、すぐ破れるので予備は必需。

· マントルとは、マンショントルコではなく、光を放す繊細な小さな網状のもの。

· ヘッドランプは、電池と接点の間に小さな紙切れ一枚はさむと、リュックのなかでスイッチオンになっても灯火しない。これは、是非真似してください。

· クロカンの時にも指導したが、ロールマットとかテントポールとかは、リュックに装着する際、必ずスッポン抜けてもぶら下がるように、一個所でよいから結びつけておく。結構、木とか岩とかに

に引っかかって抜けることもある。（ロールマットはなくてもよいが、ポールはないとテント立たたない）

· 眼鏡かける人は、予備を持とう（大した荷物ではない）。

· 意外と村営温泉とかは、混んでいて値段も安くない場合がある。白骨温泉もそうだった（まあ、ここは川の傍が売りだが）。一般旅館の方が客が少なく値段も変わらない。最近できた奥多摩駅の近くの町営温泉等は、とてもひどい。

（総括）

    今回は、土曜の午後から出発という初めてのケースだったが、翌日朝一番で登山開始出来て非常に

    有効であった。記録をみてもわかるが、余裕を持って下山でき、また土曜の夜もみんなで楽しめる

    のもよい。今後ともこのパタンを有効に使っていきたい。

    瑞堵山は、さすがにアプローチが悪いが人気の山で、その景観はすばらしかった。登下行に、それほ  

    ど時間の掛かる山ではないが、身体全身を使う山だった。ただし、トレールはすべて樹林帯なので

    途中の景色はよくないが、それだけに登頂時の感激は大きい。   

                                                                                      以上

